
塗料選定ガイド
外壁/屋根用塗料のご案内
−⼯場編−

Q:外壁、屋根塗料の見積りをお願いしたら様々な種類が出てきました。
どのような塗料を選択すれば良いのでしょうか？

A:塗料にはそれぞれ特徴があります。
建物の状況や現状の悩み、今後の計画によって
選択する塗料は異なります。

塗料の樹脂（素材）だけでもたくさんの種類があり、更には様々な機能や
オプションなども存在します。

お客様のご希望を考慮したご提案をさせていただきます。

設計・施⼯、一括で承ります！ ご相談はコチラまで
本社 機⼯部 福永、⼤⻄、⼩川
（０５２−７３９−２７７９）

Q:⼯場が暑いのでなんとかしたい

A:遮熱塗料（遮熱顔料を含んだ塗料）を
オススメします。
温度上昇の原因となる太陽光の「近赤外線」
を反射、屋根の温度上昇・室内への熱伝達
を最⼩限に抑制します。

Q:屋根からの雨漏れをなんとかしたい
A:防水塗料をオススメします。
錆びによる劣 化やひび割れ、スレート屋根
の欠けやボルト穴に対しても補修可能です。
伸縮性のある塗料をつかえば夏場の伸縮にも
追従し新たに
起こるひび割れ
による雨漏れも
防ぎます。

Q:美観を保ちたい
A:低汚染塗料をオススメします。
紫外線により分解されない性質を持ち
緻密で強靭な「無機成分」を配合した塗料です。

親水性でもあり
付着した汚れも
落ちやすく⻑期
間美しさを維持
します。

低汚染塗料 一般塗料



遮熱塗装 効果実例

設計・施⼯、一括で承ります！ ご相談はコチラまで

Q:⼯場内温度を下げたいのですが︖

A:遮熱塗装をすることで太陽光を
反射させ屋根の表⾯温度を
大幅に低下させます。
（約15〜20℃）
⼯場内に伝わる熱量が下がる
ので、室温の上昇も抑える
ことができます。（約３〜5℃）

本社 機⼯部 福永、⼤⻄、⼩川
（０５２−７３９−２７７９）

外気温
40.5℃ 未処理

39.5℃

塗装後
35.5℃

4℃
軽減

グラフ︓施⼯前後の作業エリア温度変化
真夏で３〜５℃の遮熱効果が期待できます。
※屋根の低い⼯場ほど、効果大です
同じ塗料でも塗装⾊によっても効果が変わります。
塗装前後のデータ測定も実施いたします。

⼯場の状態を診断し
最適な方法を一緒に考えましょう。

Q:遮熱効果は維持できる︖

A:耐⽤年数期間は効果ありますが
塗膜表⾯が汚れてくると太陽
光を反射できず遮熱効果が損
なわれます。
洗浄の実施や、低汚染塗料を
使⽤すると⻑持ちします。

低汚染塗料 一般塗料


